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公立大学法人福島県立医科大学の平成29年度業務実績に爵する評価結果(年度評価)

第 1 r全体評価J
公立大学法人福島県立医科大学(以下「法人Jという。)においては、平成18年
度の法人化以降、法人化のメリットを生かした以下の特色ある運営がなされている。

0 理事長のリーダーシップによる迅速な意思決定に基づく、組織、人事、予算
などの面での自由度を生かした自主的・自律的な運営

O 学外者や専門家の幅広い見地と地域社会のニーズ等を踏まえた運営
第二期中期目標期間の最後の事業年度となる平成 29年度(k)業務実績について、

法人による自己評価は次のとおりである。

全項目 (25 7項目)中

i A :年度計画を上回って実施しているJ 1 6項目( 6. 2 %) 
iB :年度計画を予定どおりに実施しているJ 2 3 8項目(92.6%) 

iC :年度計爾を下回って実施しているJ 3項目( 1. 2%) 
iD :年度計画を大幅に下回って実施しているJ 0項目( O. 0%) 

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の影響がある中で、理事長

のリーダーシップの下、役員会、経営審議会、教育研究審議会等の内部機関や教職

員が相互に緊密な連携を図りながら、法人を挙げて中期目標の達成に向けて、人材

育成や研究、保健・医療の提供、地域貢献に積極的に取り組み、成果を出しており、

高く評価できる。

また、東日本大震災等からの復興に向けて、県民健康調査を始めとする各種事業

に積極的に取り組んだことは、大学の社会的評価を大いに高めている。

しかしながら、平成28年度に続き平成29年度においても当期総損失を計上す

る決算となっており、更には積立金を全額取り崩す損失処理を行った後も、法人化

後初めてとなる次期繰越欠損金を計上するに至ったことから、繰越欠損金の解消を

含めた収支改善、財務状況の健全化に向けて、法人の役員・教職員が一丸となって

全力で取り組む必要がある。

1 福島県立医科大学

福島県立医科大学では、豊かな人間性や倫理観、コミュニケーション能力を備

えた地域医療に貢献する医療人の育成、学生への各種支援、県内医療確保のため

の医療機関への医師派遣や専門知識を活用した医療教育活動等の地域医療施策、

海外大学との相互交流や海外研究支援による国際交流の深化、独創的で質の高い

研究を推進するための環境整備に取り組んでおり、それらのことについて評価で

きる。

2 大学附属病院

特定機能病院である大学附属病続(以下「附属病院Jという。)では、全人的・

統合的な医療の提供などのため、法人化を機に医学部附属病院から大学F付属病院
となり、既に病院機能評価の認定や都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、

救命救急センター及びドクターヘリの運営、臨床腫蕩センターの運営、性差医療

センターの運営、リハビリテーショシセンターの運営、一般病棟における 7対 l

看護の実施、臨床研修の充実、医療の高度化や賓の高い医療の提供を支える人材



育成、患者や家族のアメニテイ(快適さ)の向上への取組など、高度・先進医療、

患者の安全管理と患者サービスの向上、地域医療との連携等に取り組むとともに、

病院長を中心としたガバナンス体制の下で医療安全の確保に取り組んでおり、そ

れらの乙とについて評価できる。

また、新病棟(みらい棟)において、救急医療、災害・被ばく医療、子ども・

女性の医療の充実を図るとともに、新たに手術棟を増築し、東北地方では初の導

入となる先端的なハイブリッド手術室やMRI手術室を設覆して本県の医療水準

の向上に努めたことも評価できる。

3 会津医療センター

開設から 5年が経過した会津医療センターについては、大学のF付属施設として
教育研究の一端を担うため、大学と逮携した医学部及び看護学部の学生の臨床実

習を行うなど、地域指向型教育カリキュラムの充実を図ったことについて評価で

きる。

また、高度で先進的な医療を推進し、地域医療拠点として会津地域の医療向上

に資するため、病院機能評価の認定、病院機能の充実、地域の医療機関との連携

強化、地域医療支援などの取組を行っていることについて評価できる。

さらには、病院長を中心に医業収益の確保につとめていることも評価できる。

4 東日本大震災等の復興支援

本県復興を担う高度な知識や技術等を備えた医療人を育成するための教育プロ

グラムの実施、県民健康調査や市町村等との連携による被災者の心のケアの推進、

医療関連産業の復興関連プロジェクト支援に向けた研究の推進、放射線医学の教

育研究の推進などについて評価できる。また、本県医療分野における復興拠点と

なる「ふくしま国際医療科学センターJが全面稼働し、計画どおりに進捗してい

る。
しJ

第2 r項畏別評価J

1 大学の教育研究等の震の向上に関する呂標を達成するためにとるべき搭量

【評価]r n :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。

(1)教育に関する目標を達成するための措置

【評価】 rn :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取総O(又は検討課題等ム)] 
0 中期目標の数値目標(国家試験の合格率)について、医師国家試験及び
看護師国家試験では数値目襟を達成したが、保健師国家試験では全国平

均をわずかに下回り、数値目標は達成しなかったR

医師国家試験(新卒)実績 98. 0% (数値目標 95%、全国平均 93.3%) 
保健師国家試験 実績 83.9% (数値目標 95児、全国平均 85.6%) 
看護師国家試験 実績 100.0%(数値目標 10側、全国平均 96.3%) 

O 新アドミッション・ポリシーを作成し、ホームページ、入学者選抜要
項等に掲載し、また、オープンキャンパス等で参加者に広く飼知した。
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0 医学部の入学者選抜について、平成32年度入学者選抜より後期日程試
験を廃止することを決定し、それに替わる選抜方法について検討を進めた。

また、平成33年度からの大学入試改革による新たな入学者選抜に向けて、

これまでの課題を整理し変更後の入学試験の検討を行った。

0 看護学部において、平成33年度からの新たな入学者選抜に向けて、こ
れまでの入試区分毎の入試結果や入学後の成績及び卒業後の進路等を分

析し、入学者選抜方法の検討を行った。

ム 犬学院看護学研究科において、各専門領域の目標入学者数を 1~2 名

と設定し学生募集や入試説明会の取組を行ったが、平成30年度入学生
は、定員 10名に対し入学者4名で、定員充足率は40目 0% (目標値

70..0%以上)となり、目標に屈かなかった。

0 医学部において、模擬試験受験料の補助やスキル・ラボラトリーを関
放するなど、の取組を行った結果、 CBT  (臨床実習開始前の学生に必要

とされる知識を問う客観試験)の合格率は 100% (目標値 100%)、

o S CE (臨床実習開始前の学生に必要とされる技能と態度を客観的に
評価する実技試験)の合格率は92.0%(目標値90. 0 %以上)と
なり目標を達成した。

0 医学部では、福島の歴史・文化・産業等について理解を深め、賂カあ
る地域づくりに向けた営みについて目を向けることで福島の魅力を知

り、学生が、将来、自分の属する地域社会への関心を持ち、魅力ある地

域づくりに関わる意識を醸成することを自的として、第 i学年後期に「福

島学Jを調講した。

ム 会津医療センターにおいて、地域保健・医療の重要性の理解や認識を

促進させるための教育プログラムとして行っている 6年生の臨床実習

受入について、 1 9名以上の目標に対し、 1 4名であった。

O 医学部では、「衛生学・公衆衛生学実習J(4年H期必修)やBSLア
ドバンスト(臨床実習上級)コース「地域医療コースJでのホームステ

イ型実習 (6年次選択)などを実施し、学生に対し健康問題だけではな

く、地域での医師のあり方も含めた「健康と地域Jや「医療と地域」と

の関係に関心が広がるような指導を行った。

0 医学部では、定員増に対応した取り組みとして、 5年生の臨床実習で
iPadを用いた臨床実習ポートフォリオシステムの運用を行い、教育

環境の充実を図った。

0 医学部では、ファカルティーアドバイザー制について、 3年生、 4年
生の全学生に対し実施じ、個々の学生が持つ問題を適切に描出し対応可

能な体制整備・充実を図った。

O 看護学部では、学生が持つ跨題への適切かつ速やかな対応が取れるよ
う、 9名の学生生活アドバイザーを配置し、特に新入生が相談や質問し

やすい環境を提供した。

0 県内の主な医療機関を対象とした就職ガイダンスを学内で実施すると
ともに、就職情報コーナーの設置や求人情報の学生へのメールなどの情

報提供等により、看護学部卒業生の就職率は中期目標(就職希望者の就

職率 100%) を達成した。
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(2)研究に関する百榛を達成するための緩置
[評価1r IT :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)J
o r戦略的学内連携研究推進事業」において、「ふくしま国際医療科学
センター活用分野J及び大型の外部資金等の獲得につながる実用化を目

指した研究「実用化分野」を新たに公募対象とし、 5f牛を採択した。

ム 会津医療センタ において、科学研究費補助金(文科・厚労科研費の

み) 1 2件以上の採択目標に対し、 9件であった。

O 研究開発業務委託先の一般社団法人バイオ産業情報化コシソーシアム
(J B 1 C) に参画した各企業との聞に、成果物等提供契約 19件(目

標:中期目標期間終了時までに 15件)を締結し、目標を達成した。

O 関係機関等との研究ネットワークの戦略的展開を進め、臨床研究・治
験体制の強化を図るため、一般財団法人大原記念財団との問で一体的な

研究体制構築を目的とした「臨床研究に関する基本協定」を平成29年

1 2月1日付けで締結した。
0 研究の国際化を推進するため、英文校正支援サービス従事職員の配置
や学内研究者の英文校正を支援するなど、質の高い英語論文作成支援環

境の整備に取り組んだ結果、英語論文(原著論文、症例報告及び総説)

数は 794編(目標値:年間 500編以上)となり、目標を達成した。

O 創出された知的財産の適切な管理に努めるとともに、大学が保有する
知的財産について、地域企業等が利用しやすいようホ ムペ ジでの公

開や研究シーズ集改訂に合わせた更新などにより情報を発信した。

(3) 地織貢献に隠する目標を達成するための措置

[評価]r IT :年度計粛をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)J
0 県民向けの公開講座や講演会を開催したほか、県内の各種教育機関か
らの依頼による講師派遣等に積極的に取り組んだ。また、会津医療セン

ターにおいても、出前講座、健康教室、糖尿病教室と地域住民の健康増

進を支援する活動を積極的に実施した。

0 須賀川市の健康長寿推進事業に係るアドバイザー業務やデータベー
ス事務局運営業務を受託し、臨床研究イノベーションセンターが主体と

なって住民の健康増進のための取組を実施した。

0 県内 89病院が参加する「ふくしま病院連携ネットワークjを開催し、
マーケティング志向の地域連携についての講演会や広域災害救急医療

情報システム (EM 1 S) を利用した情報伝達訓練を実施した。

0 地域医療機関への非常勤医師派遣について、依頼件数が増えたことに
より対応率は 81. 0% (目標値84. 0 %以上)と目標には届かなか

ったが、対応件数は 1， 135件(目標700件)となり呂標を達成し

た。

0 会津医療センターにおいて、大学地域医療支援センターから支援教員
の派遣を受け、県立i者会津病院、間宮下病続、留保診所等へ積極的に診
療応援を行った結果、対応率 89%(目標値 90%以上)、対応件数
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9 6件(呂標 100件以上)となり、概ね目標を達成した。

0 新医療系学部設置に向けた校舎建設設計について、県及び設計業者と
の検討・協議を進め、要望を反映させた実施設計を完了させた。また、

新医療系学部の基本的な考え方をとり去とめた「中間まよめj を平成3
0年1月に公表した。

0 研究シーズ集の更新発行、医療現場と企業のニ ズマッチングを巨指
した病院見学会を開催するなどし、地域の研究機関等との共伺研究を推

進した結果、平成30年]月に脊椎閤定インプラントについて薬事承認

を受けた。

0 会津医療センターにおける、産学官連携による共向研究を促進するた
めの外部資金の受け入れ件数は93件(白標55件)で、目標を達成し

た。

(4) 国際交流に隠する巨標を達成するための繕量

[評価1r II :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等L¥，)J 
0 国際交流室において、新規交流案件などの検討や国際交流に関する情
報共有の機会を設けるなど円滑な国際交流事業を推進し、新たにオハイ

オ州立大学医学部放射線腫湯学講座と国際学術交流に関する覚書を締

結した。

0 国際学術交流協定締結校との交流進展を図るとの目標に対し、マウン
トサイナイ医科大学など2校から計6名の学生を受け入れ、また、武漢

大学など5校に計9名の学生を派遣した。

(5)大学的属病院に関する巨標を達成するための措置
[評価1r II :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)J
0 関係医療機関等と連携・協力のもと、「地域医療症例検討会Jなど臨床
研修環境の改善や医療人としての資質等向上を目的としたレジデント

スキルアップセミナーを6回開催(目標2回以上)し、地域医療を担う

人材育成を行った。

0 看護学部と連携を図り、優秀な人材を確保するという目標に対し、看
護学部から 33名の卒業生を採用した。

0 ドクターヘリの効果的な運航を実施するため、県内4地区で年2回、
症例検討会を開催し、広域連携を締結している隣県などの関係機関との

連携を強化した。

0 メデイカルスタッフの資質向ヒのため、、全回規模の学術大会や研究会
等へ積極的に職員を参加させ、知識・技術の習得を図ったことにより、

人工心臓管理技術認定士2名、体外循環認定士1名、心血管インタ ペ
ンション技師1名が資格を取得した。

0 良質な医療を提供するため、診療科、職種を越えた横断的な合向カン
ファランスを開催しJ栄養サボ トチーム (NS T)と病棟連携による
栄養スクリ ニングを拡大しNSTに介入する件数が増加するなど、チ
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ーム医療の推進を図った。

0 先進医療を推進する観点から先進的臨床研究支援事業の婆綱見渡し
を行い、申請のあった 3件すべてを承認し線床研究に対する経費の支援

を行った。

0 患者の安全管理及びサービス向上のため、医療安全教育プログラムを
充実させ、現場の要望を踏まえたPICC穿刺シミュレーション研修会

を追加実施した。

o 6月から患者サポートセンターを移転し、入続前面談を実施するとと
もに、全診療科の入院受付や病床管理の一元化を行い、円滑な病床管理

を推進した。

0 患者や家族のアメニティを考慮した諸設備の在り方を検討するとい
う目標に対し、患者サービス向上委員会において高齢者に配慮した杖置

きを設置した。

0 事前診療予約の迅速処理や受付時間延長、受診報告ハガキによる報告
の徹底、連携登録医制度導入による紹介・逆紹介を推進した結果、紹介

率実績は88冒 8 % (目標値60%以上)となり、目標を達成した。
0 平均在院臼数の適正化に配慮しながらベッドコントロールを推進し、
一般病床利用率の向上を図った結果、病床稼働率は84. 2 %で前年度
比O.8ポイント増加となったものの、目標の86%には届かなかった。
一方、一般病棟の平均在院日数は 13. 5日(目標:中期目標期間終了

時までに 16日以下)で前年度比O.6 1]の短縮となり目標を達成した。

O 四半期毎に薬事委員会を開催し、後発医薬品への切替に取り組んだ結
果、約5，000万円の年間費用削減効果を上げた。また、価格交渉に
より年間2，100万円の費用を削減した。
0 会津医療センターでは、医学部生に対しガイダンスなどにおいて会津
医療センターでの臨床研修についての説明や病院見学会を随時行った

結果、初期研修医のマッチング察は100% (白標値75%以上)とな
り白標を達成した。

0 会津医療センターにおいて、患者支援センターを中心に会津管内の医
療機関との連携を一層推進した結果、紹介率は69.7%(中期計画目
標値50%以上)、逆紹介率は51. 2% (中期言十両呂標値40%以上)
となり、目標を達成した。

O 会津医療センターにおいて、病床利用率85.9%(中期目標期間終
了時までに 85%)、一般病床の王子均在院日数12. 3日(中期目標期
間終了時までに 141]以下)となり、目標を達成した。

2 東日本大震災等の復興支援に隠する目標を達成するためにとるべき措置

【評価】 f立:年度計画をおおむね実施できている」と認められる。

(1 )県民の健康の保持・増進に関する目標を達成するための措置

【評価1r 1I :年度計爾をおおむね実施できている」と認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)]
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0 会津大学復興支援センター長に、県民健康調査データ管理システムの
次期仕様決定等のために開催している「データベース専門委員会 I(5 

回開催)への参画を求め、必要な項目について助言等を受けた。

0 県民健康調査推進のため、以下の取組を実施した。
基本調査の回答率向上に向け、甲状線検査会場において問診票の書

き方支援等を行ったほか、{陸別訪問対応により支援した。

甲状腺検査受診機会の確保に向け、学校検査、休日検査や児童・生

徒を対象とした出前授業や保護者等への出張説明会を実施した。

こころの健康度・生活習慣に関する調査について、市町村との連携

を図り、こころの健康アンケート支援や健康セミナーにおいて「ここ

ろのアンケ トj による健康相談を実施するなど、こころのケアにつ

ながる取組を推進した。

妊産婦に関する調王室について、市町村等との連携を図るため、保健

師等市町村担当者及び助産師等母子保健に関わる者任対象とした過年

度の調査結果報告会並びに支援研修会を県内5地域で開催した。

リスクコミュニケーションの効果の評価や市民が求める情報の解析

や学術的な論文作成を行い、適切なリスクコミュニケーションの推進

に貢献した。

ウェブサイトを通じて県民健康調査の成果を中心に原発事故後の

県民の健康に関する情報を内外に発信した。

(2)復興支援に関する霞穣を達成するための措置
[評価1r n: :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組u(又は検討課題等ム)J
0 災害医療総合学習センターにおいて、県内外のメデイカルスタッフや
医学部5年生を対象としたBS L (臨床実習)や災害医療セミナ を実
施し、災害・放射線障害に対応できる人材の育成を行った。

0 福島医薬品開発支援拠点化事業における新規の成果物情報提供等契
約数は 19件(中期目標期間終了時までに 15件)となり、目標を達成

した。

(3)放射線医学の教育研究等に隠する目標を達成するための措置

{評価1r n: :年度計画をおおむね実艦できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組u(又は検討課題等ム)J
0 先端臨床研究センターにおいて、 PET-MRI等を活用した早期診
断について、学内外の医師に対し活用に向けた情報提供等に取り組んだ

結果、診断実施数は前年度比約2割の増加となった。

0 生物学的線量評価事業に係る広島大学との共同研究を継続して実施
するとともに、民間企業等と共同研究契約を締結し、放射性薬剤やPE

Tを利用した研究を進めた。

0 県民健康調査検討委員会資料の英訳版をホームページで公開したほ
か、海外で開催された会議等において、原発事故後の本県の状況及び県

民健康調査等について説明するなど世界に向けた情報発信を強化した。
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o I災害・被ばく医療科学共同専攻j の共同大学院である長崎大学とテ
レビ会議システムにより、福島開講の「災害医学概論Jや長崎際議の「被

ばく影響学j等の講義を行い、災害・被ばく医療科学の専門家を育成し

た。

(4)復興支援の連携・協力に関する自標を達成するための措置

[評価1r II :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)J
o PET-MRIやサイクロトロンを活用した最先端の研究に向けて、放
射線医学総合研究所と共同で放射性薬剤製造に関する研究を実施すると

ともに、 ICRPとの合同ワークショップの開催や日本核医学会学術総会

への参加を通じ、国や関係大学、研究機関との連携強化に努めた。

3 管理運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき婿置

[評価1r II :年度計画をおおむね実施できている」と認められる。

(1) ;業務運営の改善及び効率化に衡する目標を達成するための措置

[評価1r II :年度計頭をおおむね実施できている」と認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)] 
0 女性が働きやすい職場環境づくりを整備するため、女性医師の産休及
び育児短時間勤務による欠員補充のための代替職員を雇用するなど、制

度を利用しやすい環境整備を実施した。。業務増加に伴う管理部門の犠員を図るとともに、新医療系学部設置準
備室への配置を増やし、業務量に見合った人員体制整備や職員の適正配

置を進めた。

0 設計・積算事務と入札事務の分離など、入札制度見直し実行計画に基
づき適切に実施した。

(2)財務内容の改善に関する目標を達成するための措置
[評価】 rII :年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)]
o I戦略的学内研究推進事業」の要項を見直し、大型研究資金獲得を目
指した研究を新たに公募対象とし、年間5件の研究課題を採択した。

(3)自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するための措置

【評価1r II :年度計箇をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)]
0 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の評価を受審し、平成30
年3月22日付けで「大学評価基準を満たしているJとの評価を受けた。

O 広報誌「いごころ」発行(年4回)のほか、新たに公式Facebookペ
ージの関設 (7月)などにより、大学の取組みについて県民へ情報発信

を行った。
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(4)その他業務運営に関するE擦を達成するための捲置

[評価1r 1I ;年度計画をおおむね実施できているJと認められる。
[平成29年度で評価できる取組O(又は検討課題等ム)] 
0 学術情報センターの利用時間について、試験期間における土日祝日の
時間外利用時間の開始時間を朝9時から朝6時に3時間早め、利用者の

利便性を高めた。また、電子フゃツクを充実させ、平日書を208タイトル
購入し、ホームページでお知らせするなど利用者に対するサボ トの充

実を図った。

0 国立情報学研究所が推進する国際学術無線LANロ ミング
i eduroamJに参加し、学内のユーザーが他の巴duroam参加機関におい
て無線LANを利用できるようになった。
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2項目別評価総括表

評価項 自

大学の教育研究等由貿

第Z
の向上に関する目標を
達成するためにとるべ
き措置

1 
教育!、関する目標を達
成するための措置

誌入達学制成者度す受入方針及び入
(1 ) に関する措自置擦を

るための

教膏内容及び教育の成
(2) 巣等に議する自標を逮
戒するための措置

(3) 
教育目の標実を施達体成制す等るに7関
する た
めの措置

学生への支援に関する
(4) 目標を達成するための
措置

公

言十

年産

年度

年度

年度

度

年度

年産

公立大学法人福島県立医科大学

立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 垂 畳一会 喜平 価

醤 達 成 の 状 ，克 項評自価別 評価における特記事項

A 15 包 16 C D 。
A 15 日 169 C 3 D 。

E 
部計醤を下回っているが、概ね計画どおり実施し、 定白成果をあげた。

A 。 包 6 C 1 。

~ A 。 B 66 G 1 D 。
草

一部計蛮を下回っているが、概ね計画どおり実施し、一定由成畏をあげた。

A 。 B 1 C 。 。 。
A 。 B 10 C 。 D 。

一関…酔宮刑即期立河て日は川法…制…議摘浅て出一比間一明ぷ書立臨時主回建…時聞;時苦知間言し皮た葉λ仁諒明号一器奮し間毒患時一にスよ輔町一の曲一一…一蝉τ融

A B C 1 D 。
A 。 B 38 C 1 D 。

き・学大平講る士学義成能課院3力演0程諜を年習稜習度で得の学で第んき4だる学知よ年識うか指と技ら導開術在始行にさっつれたいる。て各新、実カ実リ習習キを占ュ積いラうみム看重の護ね臨実る床践こ実のとで習場、Iで=専つ樟門いら的てれな、る素知気案識づをEき作びに成技基し栴づ、在き説系、明対統会象的を者に関に習擢適得すしでるたきな援ると助別よ検をう討に創を指意進導工めし主たたし。。な((医が看学護ら提部学供)部で) 
科において、?を多幅分広野くにわたる畳先端由研究

H 
方法や知識 習得させをる、専た開門め講知、し学た識外こを

f哨号一担同、T帽保Z地肝主にJ附臨E明輔怨時研E産相F2コ生た炉2続{Z四問t的書時官酬時官蜘F明習fをg比お即ま詰時め酔学盟帥止晴簡を細川「印刷の]児用輔の稿涯学制
講師を招いて大学院セミナ

持と、つ看看護護学職研育究成科のにたおめいては
また、ニーズにあったカリキュラムとするため、平成31年置から 、地墳の看護職の

大学院進牢を促したこと、平成31年度から
jの櫨域新設に向け準備を行ったことは評価

。 できる。また、会津医療センタ にお部いがて臨、
医学部5年生たこ全と員は及蓄び6年生の 床
実習を行っ 評価できも。

A 。 B 9 C 。 D 。
用涯い学た部錦5床年実生習のポ臨“床実習LおいてiPadを

A 。 8 9 C 。 。 。 トフォワォ、ンステム由連

E !用を行った」と、 FD講習会を開催し教員の

医学部5年生の臨床実習においてiPadを用いた臨床実習ポ トフオりオシステム由運用を行った。
教育力向上を図ったことは評慣できる固

A 。 B 9 C 。 D 。 ド医バ学イザ部では、担怪制及びファカルティ ア
A 。 B 9 C 。 D 。 生制活を垂実員施会し内たlこと、看護学部で

l玄、学生 こ9名?入目生学が生相生E活ア

医学部では、控怪制、ファカJレディーし、ア学ド生バ、イ特ザにー新制入を生実が施きしE、設看や護質学問部しでやはす学い生環生境活をア整ドえバたイ。ザーをIio芭した。 また、学生生活垂員室内に、
E ドパイザーをIio置し、特に新 訟や
質問しやすい環境を整えたことは評価でき

9名の学生生活アドバイザーを配置 る固

-'-
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2 項目別評{面総括表

評個 項 自

E 研成究すに関する巨標を達
るための措置

(1 ) 
研究水準及び研ヨ標究をの3成
果等に関する自 達
成するための措置

研究の実施体制等に関
(2) する目措擦置を達成するた
めの置

地域貢献に関する白樺
3 を達成するための措置

地域社会等との連携，
(1 ) 協成力に関する目標を達
するための措置

(2) 
地域医療等告達の成支す援るに7関
する目標を た
めの措置

地域産業の振興に欝す
(3) る目標を達成するため
の措置

乏を

計

年度

年度

忽1奪

年度

年度

年摩

年度

会事fJ!

年度

年度

年産

l_  

公立大学法人搭島県立医科大学

立 大 学 定 人 自 己 評 価 言平 価 霊 員 会 評 価

商 連 成 の 状 児項目別
評{面 評価における特記事項

A 。 B 19 C 1 。

/~ーA 。 8 19 C 1 D 。
E 

一部計画を下回っているが、概ね計薗どおり実施し、一定の成果をあげた。

A 。 B 11 C ? D 。
A 。 8 11 c D 。

企成文果尭業情等葺報へな(ど提タにン供つパしな学クが費内る解外よ析のう情プ支報ロ援ジ)をしヱた各クこ講トとや座、論戦、

福島医薬品開発支援拠点化事業の各種成果情報(タンパク質解析情報)を巷講座へ25件、企業等へ19件の提供苦行い、学内外田プロジェクト

や・平論成文2尭9年査度などのに戦つ略な的が牢る向よ研う究支推援進した事.業において、「ふくしま国際医療科学センタ 活用分野J及び大型研究資金等の獲得につながる実用化

E 略的掌内研究推進事業において、「ふくしま

研国指とL際究してた資医設研療金定究等科し「学のた実獲セこ用ンと得化はタに分ー評つ野活価なj用をでが分新きるる野た実白にJ用R公化び募を大対自型象を目指した研究「実用化分野Jを新たに公募対象として設定した。

A 。 包 8 C 。 D 。
lに|と英、と学も文に問校、研正業究支務者援垂のサ託葺ーに文ビよ校スり従正ネ事由イテ職支ィ員援ブをにに配当よ置たるるA 。 8 8 よ c 。 。 。

葺文るな校ど正.支費援由サ高いピ葺ス語従論事士職の員作を成配支置援し環、学境問の研整究備者に田取葺り文校正由主接に当たるとともに、業務霊託によりネイティブによるチェック体制を鑓
E チヱッウ休制を提供するなど、買の高い葺語
論文の作成支援環境の整備に取り組んだこ

供す 組んだ。 とは評価できる。

A z B 21 C 1 よ D 。

合 言一
A 2 自 21 C 1 D 。

E 
部E十闘を下思っているが、概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

A 。 B 10 C 。 よ 。 ム 。
A 。 包 10 C 。 ロ 。

交村を医数開流)療はし龍事セ目、し研ン業標、タ究とを目し上成襟てで果回回講はる田数漬、実発出を会施信前概在状を講ね開行況座達龍でっや成(たあ希健しこっ望、康とた参1教、こ3加会室市と人津は等町実県施民しをて対お象仏に希し望た1、3あ市る町い村はで、県講民演も会聴を講開で催きしるた公。会開津講医座療やセセンミナターーに等お音い腐て檀はす、る出と前とも講に鹿‘や醜健究康成教果室のを還騎元曜町L、議目標としのて回探数健・参医療加交人涜数事を達業成苦
E 

した。

評価できる。

A B 9 C 1 。 。
i臨床研修の買の向上を図るため、臨床研

A 1 包 g c 1 。 。
躍署管J若T想手主主祭主聖主恥探必高官民

た新、新医屋療拘果駐車宇学部部の由校基舎本建的設なに考保える方実を施取設り計まにとつめいたて「中、ヒ閉アまリとンめグ」を3密実施し、県と協議を進めた結果、平成30年3月に実施設計が完了した。ま
E 

を平成30年1月に公表したa

A 1 |学問白シズ葉樹版L改訂哨探機
A 1 8 2 C 。 D 。 閣や企業等に送付したほか、メディカルクリ

ヱ ションふくし自ま治立体ど的の企展3示室、産学宮父
流のつどいや 業立地セミナー#

-学向田シ ズ集を最新版に故訂した。関係機関や企業等!こ送付したほか、メディカルクリヱ ションふくしまなどの展示金、産学官主流のつどい どの産業界等由連携イベントにおいて周知
や自治体の企業主地セミナ などの産業界等由連携イベントにおいて屑知し、本学との共同研究等の実施を呼びかけた固 E L、共同研吉見等由実施を呼びかけたこと、企
産学官連携コ デイネ ターが講庭訪問を行い、研究シーズを把握し、企業とのマッチングに努めた。 業との共同研究の結果、脊椎固定インブラ
企業との共時研究の結果、本学で21牛目となる脊椎固定インプラントについて、平成30年1!lに薬事承認を畳け、実施許諾契約締結に向け手

lllンEめトたけにこ、つ実といは施て評許、価諾平で契成き約3る0締。年結1に月向にけま手事続一景き認をを進続きを進めた。
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2 項目別評価総括表

公
評価項 自

言十

度

4 国を達際成交す流るにた関めすのる措自置模 年度

度

(1 ) 
る園捺目擦交を流達の成推す進るにた関めす

の措置
年度

大学附属病院I~関する 年度

5 目標を達成するための
措霞

年度

年度

(1 ) を附達属成病す院るにた関めすのる措目置標
年度

会津医療センヲーに関
(2) する目標を達成するた
めの措置

年産

東日本大震災等の復興
支援に隣する自標を違

第3
成するためI~とるべき 年度
措置

県民の健康の保軍を持達奪増成
1 進に関する措E置標 年度
するための

立 大 牢 ，去 人 自 己 評 冊

商 遺 成 由 状 ，見

A 2 包 5 c 。 。 。
A 2 B 5 C 。 。 。

概ね計闇どおり実施し、一定白成果をあげた.

A 2 B 5 C 。 D 。
A 2 8 5 C 。 D 。

祖国際交流室において宜例会識を翻催し、新規主流案件などの検討や国際空流に関する情報共有の機会を設け、円増に国際交流事業を推進し
ている白 酔 司

平成29年度には、新たにオハイオ州立大学臣学部放射観腫癌学講座との国際学術主流に関する覚書を締結した。

A 11 B 58 C 。 。 。
A 11 B 58 C 。 。 。

概ね計画どおり実施し、一定の成果をあげた。

A 8 B 42 C 。 D 。
A 8 B 42 C 。 D 。

糧議…蔀管ぷz釜山京範高タ→1幸すFるJZ叩d臓Z醐とい酢て器記時曜時日;手期加記盟湖向け尚一l山北ζ出四相グラ師ム時略官況一拠時即一時伊時…棚的田乱ラ議ム輔をは

A 3 B 16 C 。 D 。
A 3 B 16 C 。 D 。

関係者医満療足機度関調等査とを協実力極ーL連、携し、臨床える研結悟畢医とのな確っ揮たに。草費計す結る説果明会等を繍催した結果、初期研修医白マッチンゲ率は100同となった。
官患 85帖趨 を全職員に鴎知するとともに、ニュースレター等において患者への周知も持つ
70。

-紹介率院主ー逆日回紹数数介1回4率適悶の〈正D向年化上度にに計配患留慮者をし支な達握が成セらしン、たベタ白ーッド在コ中ン心トロにー取ルり組をみ推進、紹す介る率こ・逆紹介率とも構年E王度朝巨用標率(の50同・40拍)を超えた。平-平均埠号喪 とにより一極 向上を殴った結果、宗床利用率85帖以上、
在院数 日年度計留を達した。

A 。 B 。 C 

A 。 B 2a c 。 。
概ね計画どおり実施し、一置の成果をあげた。

A 。 7 。 。
A 。 8 7 C 。 D 。

を・・目健県県行標麗民・っ市と健診たし町康査、a村支調の及援査結び者を果関をよ由連対り解一団車析体層と結し推と果て被進を性災す踏毘住るまにた民え対めにたす期、フ問るすィ支診る援墨ド情パの田報ッあ相のクり談共を方要有市町望を町助や図村言個りかや、別ら主研訪の援悼要問ニ・対望メン応にズタ沿なにルどっ応ケてをじア行実たを施い支実基し援施、本を各し調実た市査施。町のし村た周の。知広被及報提び媒性問体毘診をを査活支の用援提すし出陪るに知支向し援たけ者。た支啓援尭を活重動点

公立大学法人福島県立医科大学

評 価 垂 員 会 評 価

3買呂田l
評価における特記事頃評価

亙I~ 
立

…E主回諮主四主E2沼割総判即PT時1E鍔L定古忍圏問一iまJ票中EEt日t成て塁
H面できる固
また‘掌を学図な術っど交たへ流この協と学定は生を評派締価遣結でなしきてどるにい。よる中国武蓮大 り主流
由選醒 ま評価で

E ~ 
専事明平攻書業成を医の3開事要0催年草綱すを度にる見向かな直けらどのし、淘基、新先知本専進を領門回医域医曜っプ制たのロ度こ承グにとラ認、よム支をる説畳援

けるための研究について支援対象とし経費

E 支援を行ったことは評価できる。
また、「基本理意J_ r看護部の理意」、「患
者さんの権利と責務」について院内掲示、
ホムページ等で周知を行い、病院機能評
価の機会を通じて職員の意識の向上を思つ
たこと出評価できる。

た患上会結者回津果支っ管た、援紹向こセ介と田ン、車匡タ平ー療・均逆を機在紹中関院介心と率日に由数と取連も回り携年適絡を度正み推目化を進標行にしを配っ、

E 慮しながら、ベッドコントロ ルを推進するこ
とにより 般構庄利用霊長の向上苦闘った結
畢、年度計画を達成できたことは評価でき
る。

E 

古品7百四百
E 

i勤潤をI図ナ対た連言仏事象団やニ発と体研し活と瞳ズた被動ーに住メ災を応ン民行住タじにっ民ルた対たにケ主すこ筒ア提るとすをを、支実る県実援情施・施の市報ししあ町たの、り村支こ共方と及援有のはび者を

評価できる。
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2 項目別評価総括表

評価寝 目

2 
復興支援10濁する目標
を達成するための措置

放射線医学の教曹研究
3 等に関する自標を達成
するための措置

復興支援の連携句協力

4 に関する巨標を達成す
るための措置

管理運営司る改目善標及をび遼効
率成化するに闘す第4
ためにとるべき

措置

業務運営の改善丑び効
1 半化に関する臣模を達
成するための措置

綿織運営の改善に関す
(1 ) る自標を達成するため
の措置

(2) 
事務等の効率化・合理成
化に関する目標を違
するための措置

公

言十

年度

年度

年度

年度

年産

:度

年度

庫

年産

年度

公立大学法人福島県立医科大学

立 大 学 法 人 自 己 評 価 訴 {面 垂 員 金 5平 {田

面 違 成 の 状 兄項目別
評価

評価 l、おける特記事項

A 。 B 4 C D 。
A 。 8 4 C へ。 D 。

県内外の屋師などのメディカルスタッフや本学医牢部5年生対象由BSLを実施し、虫害・放射線障害に対応できる人材育成苦行った。
-企業に提供した知的財産から得られる実施許諾岨入を確実に収納し、知的財産運用経費等として活用できるよう努めた.
-知的財産自収益化に向けて企業等とマッチンゲを行った。

A 。 B 8 。 。 。
A 。 B 8 C 。 D 。

生物学的線量評価事業に係る広島大学との共同研究を継続して実施した。また、民間企業等と共同研究契約を締結し、 PEγゃ放射性薬剤に関
する研究を進めた。

や笥!放射性薬剤に関する研究を進めたことは

A 。 B 1 C 。 。 。
推でた閣放こ進内と射に、有性向IG数薬けRのP剤、と放機のの射器製合線を造同活医にワ用学闘し総すクた合るシ最研研ヨ先1ノ究究プ端所を由研実と開究共施曜の同し

A 。 B 1 C 。 。 。

圏内有数の機器を活用ヨツしブたの最E先端研究の推進に向け、放射線豆半総合研究所と共聞で放射性薬剤の製造に連関携す強る化研に究努をめ実た施。した。また、
E 

や悶本桟医大学学学、研術究斡機会関へとの由参連加携等強を化通にじ型、ICRPとの合同ワ クショ 腐曜や日本核医学学術総会への参加等音通じ、国や関係大学、研究機関との 国や属探
めたことは評価できる。

A 1 B 49 よ c 。 D 。

l// A 1 B 49 C 。 。 。
栂ね官十闇どおり実施し、一定の成果をあげた。

A 。 B 12 C 。 。 。
[I~ A 。 8 12 c 。 」 D 。

概ね計誼どおり実施し、一定の成果をあげた.

A 。 B 10 C 。 D 。
A 。 自 10 C 。 D 。

瞳学によの、そり方の、針法他や人各諜理穫題意研な由棲ど意なの識ど情付に報!おナ共ベいて法人司大有を図ること

‘由女意性識医付師けのや産帰休属等意に識よの司昨年産までに引き続き、新規採用職員研修、その他各種研修などにおいて法人・大学白方針や諜題などの情報共有を図ることにより‘法人理 E 向上告図ったこと

意ー理の事意長識由付方け針やや帰考属え意を識Eの向上を習った。 置る究を利員補用充しやのすたいめ競の境代整替備職を員実墜施用しにたよこりと制針 を具現化するため、法人経営室が各理事や関保者との意見交換等苦行った。
は評価できる。

A 。 B 2 C 。 D 。 必要l可志じ、係員へ業務司予い優業先務順の位軽や減仕，上
A 。 B 2 c 。 D 。 がりイメ ジ等の指不在行

効事率務化自を分図離っなたどこ、と入、札設制計度積見算宜事し実務行と入計札画

必設計要に応じ、部員へ業務回優先順位や仕上がりイメ ジ等の指示をに行基うづこきと適で切業に務実の施軽し減た目。効率化を図った司
互

にま札基たの、づ適物き用品適拡購切大入にをに実図お施るけしなるたど条こ、と件契は吋約評一由価競般で争競き性争る入を。-積算事務と入札事務の分離など、入札制度見置し実行計箇

L 一一
高めたことも評価できる。
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2 項目別評価総括表

評価壌 目

2 
財る百務標内を容達の成改す善るにた議めす

の措置

外部研究資金等の自己

(1 ) 
収入の増加L関する目
標を達成するための措
置

(2) 
経撲費を達の成抑す制るにた関めすのる措困

重

、 自己点検・評価及び情
3 報の提供に関する目標
を達成するための措震

(1 ) 
標評価を達の成充す実るにた関めすのる措目

置

(2) 情の達報推成公進す開るにたや関め情すのる報措目発標置信を等

4 
その他業自模務を運達営成にす関るす
る重要
ための措置

(1 ) 法令達成遵守に関する目標
を遣するための措置

全去

計

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年産

度

年度

産

年度

公立大学法人福島県立医科太学

立 大 学 2去 人 自 己 評 価 評 価 垂 員 ム玄 評 価

回 運 成 の 状 況 項評目価別 評価における特記事項

A 。 B 6 C 。 D 。

~ A 。 B 6 C 。 D 。
E 

概ね計画どおり実施し‘一定の成果をあげた。

A 。 包 4 c 。 。 。

開刊醐一平即理誌審時吋査謀委掛員議川削一時混一倫2?1=舎理は委毛4場員主け会一主団臨主時時L-tc 
A 。 臼 4 C 。 D 。

床う平申研成請究2案審9件査年の垂4対月員応よ全りやと、手一倫順般理書倫霊の理員聾審会査構と等治垂在験員実審会施査のし霊2たつ員eに会分のけ事、務局を統合し、医療研究推進課内に垂員会担当セクシヨンを設置した。輔理書員会を臨
E 

臨床研究審査と泊験審査の一体的な運用を開始した。また、個人情報告主護法改正!こ伴

ことは評価できる。
A 。 B 2 C 。 D 。

lつギ見削い一置減て法し臣学、にエ標肉基ネをへづル法きのギ定、潤新し知削、棟徹省減を底エ吉にネやめ向ル改たけギ正管た省具理対ヱ体基ネ置的準ルIごな由A 。 B 2 C 。 D 。

-削減目標を決定し、省エネルギ 対輩の徹めた躍管に理つ基いて準学の内見に置通しを知行したい。また、外来者向けのチラシを掲示し協力在京めた。
E 

-改正省エネルギー法に基づき、新樟を吉 、エネルギ 削減に向けた具体的な方法を検討した。
方法再検討を行ったことは評価できる。

A 1 B 10 C 。 D 。

~ A B 10 C 。 D 。
E 

概ね計蘭どおり実施し、一宜白成果をあげた。

A 1 B 5 C 。 D 。 (独)大学政革支援・学位授与機構から由
A 1 s' 5 c 。 D 。 己評価書Lついて高い評価を畳け、平成3

審れ人-・平自対、が己成認寵住評2定垂期4価註年員の書由度会定に主に在めつ付「中の医いを心なて学畳にい、部け準教評教た備価員員。を室に(進助移認出教行証、し、評訪助た価問手。部調)会在査世、をワ搬畳ー出審キ定しンめたグ。のグ平なル成いー3教プ0員年等に3に移Rお2行い2すて日る内付際容けのをで手調、続「整大きし学J、を評大軍価学定基班し準革、を支運満援用たを学し開て位始い授しる与たj機固と平の構成評へ2価提5結出年果し度たがに固通はま知、た1さ、1畳

0年3月22自付けで、「大学評価基準を満

E 
;たしている」との認定を畳けたことは評価で
きる。-

A 。 8 5 C 。 D 。
曹情'研報究公活聞動を適を始切めにと実し施たす取る組と!ともに、教

A 。 日 5 c 。 。 。 二ついて、7

;月にに新よりた情に報開発設信しをた行公っ式たF.こcと，b、。出ペ ジな

療-・-情平7の月報成取に公2組新7闘年にたを度つに適!い公こ切創て式な刊県F事a民しc務eたへb手広oのo続報k情ベき誌報に「尭ジいよ債をりご実開をこ行施ろ設」っすし在た(る年投。と間稿と49も5号にf刷莞、教、行本育し学、・研県の究内捕活企々動業なをや取始高組め等にとつ学しい校たてへ本発の学信配のし布取て、組い鮒にる属つ固病い焼て総、樟合案々な内媒へ体由に配よ置り等情に報よ尭り告、本を学行っのた僅。

ど 、広報誌「い
E ごころJ(年間4号尭行)を県内企業や高等
学校へ配布するなどし、医療の取組につい
て畏毘へ情報尭信を行っfこことは評価でき
る。

A 。 包 21 C 。 D 。

~ A 。 B 21 C 。 。 。
E 

概ね計蛮どおり実施し、一定の成果をあげた。

A 。 B 6 C 。 D 。

A 。 B 6 c 。 D 。

E 
研・-各所，圭修所属令会属ご、に指とにおに針封い実なしてど施rコ重にしン点て基ブい的づラるにくイ勧公説ア告的明ン研スす通マ究る知ニこ費にュと由適でア適切教ル正に職」を佳対員送用応由付等し理しに、解法手保産令続る向違き理上等守解にの意度努遵識調め守の査たを一結。周層畢知白を徹j取畳底透りすまをとる図めたる、めと特とのにも各理に種、解説各度明所が会痛低をのい開取項催組目す状にる現つなをいど把て適握は切し、にた桂対。期応!こし開た曜。される

。
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2 項目別評価総括表

評価項 自

(2) 
施設設備の整備軍を・活達用成
等に関する目標
するための措置

健康管理・安全管理に
(3) 関する巨措標賓を達成する
ための

情報通に関信す基る盤自の様整を備逮・
(4) 活成用
するための措置

公

自十

年度

年度

年産

年度

年度

公立大学法人福島県立医科大学

立 大 学 法 人 自 己 評 価 評 価 書 員 会 言平 価

箇 違 成 の 状 況項目別
評価 評価における特記事頃

A 。 B 6 C 。 。 。 l利用者由利便性を高めるためよ図祝日
A 。 B 6 C 。 D 。

由ブたッこ利ウと用、(和開車折書始羽l2時f青0聞輔8を3時間阜め購た入こしと充、実電さ子せタイトjし)を

所-電学属子部とブ棟連ツの携ウ防し充提、実デ設のー備たタ、めベ給、ー水和ス管書ー文設208タイトル習をを購行入っしたホ。ームページで周知した。入学時ののオ案リエ内ンのテためシrヨブンクなロどグ、」利の用討者の求めに応じて、学肉骨
E 報を中心に図書由E車内のた

献検索講 また、新刊情報告中心とした図書 試行を開始した。 め「ブクログ」の試行を開始したことは評価

備、防水設備の改修を計扇的に実施した。 できる。

A 。 B 7 C 。 D 。
をにのし学、尭、相健メ生行談ン康にしやタ曹対健ル研現し康ヘ修、に管ル会大努理ス学、め情禁対健た報煙置鹿この研の管と提睦たは理供金め評セをを、価ン臨行随タで旅ーう時きと心f間るさと遊よ惜。もり士

A 。 8 7 c 。 。 。

生師-大新相宿学た談舎健lこ枠、法鹿1を0人管設月に理けと所セ2た属ン月。タしそにー未の附だ所他属よ持、需りメで焼をンあ定、タる1期ル職1ヘ的月員ルiに二に発ス医対研行学し修し部て、生r区学大や曜生地禁にに震煙て対対研実し韓悼施健マ会す車ニをる管ュ随と理アと時情ルも開報に(ポ催のケ捉し提ッ、害供学ト対版苦生東〕行田Jマをう健ニ配と康ュと付管もアしに理ルた、にに。メま基揖ンためづタ、ルた〈消対ヘ。防応ルー手ス防順対虫を置訓確の韓認たをしめ7た月、。臨に庫託心児理所士、看の護学
E 

A 。 B 2 C 。 。 。
l参加にワ圏なー加機一っウし関たセ、に学こキおと内ュい、由リ一平てテユ無成ィー連線2ザ9絡LA年一は協N7ミ他認が月ンの利会ヴにf用に搭「e…dで加島"'き盟。県aるmしネよJ、ッ参う体にトA 。 B 2 C 。 D 。

国際学術無線しANローミンゲreduroamJユにリ参テ加ィし連、絡学協内議の会ユにー加ザ盟!まし他、のreduroamJ参加機関において無線凶Nが利用できるようになった。
E 

-平成29年7月、福島県ネットワーヲセキ 体制を強化した白 制を強化したことは評価できる。
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